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銀河中心の超巨大ブラックホールの質量 (MBH)と銀河バルジの質量 (Mbul)の間には良い相関（Magorrian関
係）があることが知られている。近傍銀河においては、MBH/Mbul=10−3–10−2の比例関係が観測から見出され
ており、中心核ブラックホールの形成・進化にその母銀河が関連しているとする「共進化仮説」の強い論拠となっ
ている。最近の観測的研究の進展により遠方銀河のMBH-Mbul関係が調べられるようになったが、これまでに報
告された複数の結果の間には大きな不整合が見られる。具体的には、いずれの結果においても赤方偏移の近いサ
ンプル毎にMBH-Mbul間の弱い相関関係は確認できるものの、MBH/Mbulの値とその赤方偏移依存性に関して相
反する結果が得られている。特に赤方偏移依存性に関しては、ブラックホール質量と膨張宇宙解を関連付ける理
論が提案されるなど、今も活発な議論が続けられている。
今回私たちは、MBH-Mbul関係に関する複数の先行研究を精査し、結果が相反する原因の究明を試みた。一般

に遠方銀河においては、必然的に明るい天体を選択してしまうことによるバイアスの影響や、バルジと円盤成分
の分離が容易ではないという理由により、MBHとMbul双方の評価に不定性が大きい。加えて、質量の算出方法
や銀河サンプルの選択方法等、様々なバイアス要因がある。これらのバイアス要因に注意しつつ先行研究の解析
を再確認した結果、銀河サンプルにおける形態選択が結果の不整合に大きく影響していることが分かった。この
影響を最小限にすべく、赤方偏移が 3以下にある楕円銀河のみを抽出して再解析を行ったところ、MBH/Mbul比
は赤方偏移に依存するという結果を得た。本講演では、結果の妥当性とともにその原因について議論する。


